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　寒く厳しい冬も終わり、春がやってきました。阿武隈川にも春の訪れを告げる草花が顔を出し始めています。今度、阿武隈川を訪れた
なら、足元をよく見て下さい。枯れた草の間から、小さなたくさんの春の便りが顔をのぞかせているはずです。

　郡山出張所グラフティに、メッセージが届きました。ありがとうございましたm（_　_）m

＜郡山市河川課 今泉係長より＞
　第1号からグラフティを見てきました。
特にあちゃの水博士が一番印象に残ってい
ます。これからも楽しみにしています。

＜水閘門操作員の八代様より＞
　いつも楽しみに見させていただいてい
ます。グラフティをみて、いろいろな活
動を行っていること知り、操作員として
活動をするのに励みになります。これか
らも頑張ります。

＜ 本宮町建設課 永田主査より＞
　工事の紹介などを、興味深く見ていま
す。本宮町は水害が多い地域のため、事
業を頑張ってほしいです。

　みなさん、阿武隈川の名前の由来って知ってますか？阿武隈川という名前の由来は、下流部がＵ字型に大きくカーブしていることか
ら「大曲川（おほくまがわ）」といわれ、それが「あぶくま」になったという説があります。「隈（くま）」という字は、屈曲（くっ
きょく）する川の流れを意味するといわれています。
　昔の古い書物にも阿武隈川の記述がみられます。『延喜式（えんぎしき）』（927年）には、「安福麻（あふくま）」とあり、また
『吾妻鏡（あずまかがみ）』（1180~1265年）には、「遇隈（あうくま）」ともあります。

＜郡山市西田町鬼生田＞

　U字型に大き
くカーブして
るね！

あちゃの水博士

＜郡山市日和田町八丁目地内にて＞
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＜玉川村乙字ヶ滝＞



　本宮町弁天地内で行われている、阿武隈川左岸弁天地区管理用通路工事の現場に行ってきました。現場を案内頂いたのは、川名建設
工業の佐久間さんです。この工事は、管理用通路を施工することにより、河川管理を容易にし、公共の安全を目的として行われていま
す。現在は、川表の張芝、１号排水工付近の護岸工（覆土作業）、側道の仕上げを行っています。
　工事では、土砂の運搬に重ダンプ（通常にダンプの２倍）を使用して、盛土を行ったそうです。最後に佐久間さんから「工事も終盤
ですが、より気持ちを引締め、最後まで安全確認を怠らず工事を完成させます。」と一言いただきました。

　今年度、郡山出張所管内でいろいろな工事が行われました。特に、二本松・安達地区防災事業の工事が盛んに行われました。その中
で代表の工事を紹介したいと思います。

＊ご意見・問い合わせ先はこちらまで＊
　〒９６３－８０７１　郡山市富久山町久保田字中台１２
　　　国土交通省　福島河川国道事務所　郡山出張所
　　　TEL　０２４－９４３－６５９１（代表）
　　　グラフティ編集委員会

　　　HP　http://www.fks-wo.thr.mlit.go.jp/

　　　　　　　　　　　　　　（平成1８年３月３１日発行）
案内図

　　☆編集後記☆
 平成16年度郡山出張所
ｸﾞﾗﾌﾃｨは、皆様のご支援
により発行することがで
きました。４月以降につ
いても、新しいﾒﾝﾊﾞｰで発
行していきますので、よ
ろしくお願いします。

　

　２月２３に、福島河川国道事務所で所内業務報告会が行われました。
所内業務報告会では、業務の円滑化、事務・技術職相互の業務能力
向上、若手職員の技術力強化を目的として、毎年各課・出張所におけ
る一年間の業務や取り組みの成果をとりまとめて発表します。当出張
所では、荒木事務係長が発表しました。

＜工事現場状況＞
　佐久間さんから説明をしていただ
きました。

　重ダンプです。とても迫力があり、大きかった
です（°o°;）。

阿武隈川右岸安達ヶ原地区築堤工事
施工業者：佐藤工業（株）
施工場所：二本松市安達ヶ原地内

阿武隈川榎戸地区築堤工事
施工業者：（株）小野工業所
施工場所：二本松市榎戸地内

＜報告会状況＞


